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〒540-8605   大阪市中央区道修町三丁目1番2号
https://www.fujifilm.com/ffwk/ja

Tel: 03-3270-9134（ダイヤルイン）
臨床検査薬 カスタマーサポートセンター

【製造販売元】 【問い合わせ先】

承認番号 30200EZX00042000

体外診断用医薬品

● 共存物質の影響

β-グルカンβ-グルカン
シングルM30テストワコーシングルM30テストワコー

(1→3)-β-D-グルカン測定用

（発色合成基質法）

測 定 成 績

ベノジェクトⅡ真空採血管（滅菌品）　（ヘパリンナトリウム）
医療機器認証番号：219ABBZX00032　　製造販売元：テルモ株式会社

3mL用×50本
（個別包装）481-91061

455-01191
458-01201
455-00111
458-00081
474-92111
477-92101
474-93831

BCチップワコー EXT
BCチップワコー 1000-R
乾熱滅菌済アルミキャップ（φ14.7×18mm）
エンドトキシン測定用試験管-S
サーモフィッシャー　フィンピペットF2　 20-200μL
サーモフィッシャー　フィンピペットF2　100-1000μL
クーリングステーション

100本
100本

10個入×10
10本入×5
1本
1本
1台

コード番号 品 名 包 装

リムセイブ　MT-7500 製造販売業者：富士フイルム株式会社

472-94091

475-94101

472-94111

リムセイブ　MT-7500

リムセイブ　MT-7500　拡張モジュール

リムセイブ　MT-7500　サーモステーションTS-70/20

医療機器届出番号：14B1X0022000132

医療機器届出番号：14B1X0022000132

医療機器届出番号：14B1X0022000132

納入後6年

納入後6年

納入後6年

1台

1台

1台

コード番号 品 名 耐用期間 包装

β-グルカン  シングルM30テストワコーは発色合成基質法を測定原理とする試薬であるため、トキシノメーター  MT-6500（製造販売業者：富士フイルム和光純薬株式会社）では測定できません。

β-グルカン  シングルM30テストワコー

407-51101
403-51201

β-グルカン シングルM30テストワコー　検体前処理液
β-グルカン シングルM30テストワコー　ライセート試薬(LAL)

0.9mL×50
0.2mL用×50

2～10℃
2～10℃

*リムセイブ  MT-7500専用包装です。

コード番号 品 名 包 装 貯蔵方法

LIMUSAVE
LIMUSAVE

識別記号*

ビリルビンの影響
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はじ め に

（1→3）-β-D-グルカンの測定は

深在性真菌感染の診断補助に有用です。

発色合成基質法により、LAL試薬の反応時間20分を実現。

　本品は、調製不要の 1テスト 1バイアル仕様で、
LAL試薬の反応時間 20 分を実現した発色合成基
質法による（1→3）-β-D- グルカン測定試薬です。

（1→3)-β-D-
グルカン

β-グルカン  シングルM30テストワコー  別売品

409-51301 LALコントロールM30ワコー 0.5mL用×10 2～10℃

コード番号 品 名 包 装 貯蔵方法



承認番号 30200EZX00042000体外診断用医薬品

β-グルカン  シングルM30テストワコー

血漿中の（1→3）-β-D-グルカンの測定（深在性真菌感染の診断補助）

● 検量線

測定範囲 1～600pg/mL

● 同時再現性

● 直線性

● 相関性 ● 相関性（低濃度）

● 反応タイムコース

使 用 目 的

（１）検体前処理液
（２）ライセート試薬（LAL）　

キット の 構 成

測 定 原 理（ 発 色 合 成 基 質 法 ）

カットオフ値　11pg/mL（当社社内データ）

・ 試薬調製の必要がないシングルタイプの試薬で、検体数による試薬ロスがありません。
・ 精度管理についてはLALコントロールM30ワコーをご使用ください。

測 定 結 果 の 判 定 法

測 定 方 法

発色合成基質法

● 最小検出感度(2SD法)
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ブランク

各試料測定値(n=4)の平均値-2SDと、ブランク測定値(n=4)の平均値+2SDが
重ならない最小の濃度は0.6pg/mLでした。

最小検出感度  1pg/mL

試料1
（0.2pg/mL）

試料2
（0.4pg/mL）

試料3
（0.6pg/mL）

試料4
（0.8pg/mL）

試料5
（1.0pg/mL）

n
mean
R
SD
CV(%)

21
8.9
0.7 
0.18
2.0%

21
16.1
1.5 
0.45
2.8%

21
105.6
13.4
3.17
3.0%
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β-グルカン テストワコー（pg/mL）

N = 95
y = 1.014x + 1.5
R = 0.990
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β-グルカン テストワコー（pg/mL）

N = 75
y = 0.996x + 1.1
R = 0.926

反応時間
0 t (1) t (2)
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吸光度変化率
=⊿mABS/(t(2)-t(1))

測 定 成 績

カブトガニ血球抽出物と発色合成基質から調製したLAL試薬は、試料中の(1→3)-β-D-グル
カンによって発色合成基質から黄色色素を遊離、発色します。反応中の吸光度を測定し、色
素量を単位時間あたりの吸光度変化率として分析、（1→3）-β-D-グルカン濃度を算出します。

検体50μL添加 200μL添加

撹 拌

サーモステーション
TS-70/20

クーリング
ステーション

リムセイブ
MT-7500

撹 拌

検体の前処理（希釈加熱法） 測　　　定

検体前
処理液

70℃
10分間加熱

前処理済
検体

ライセート試薬
（LAL）

反応試験管セッティング
20分間測定

氷  冷

● LAL試薬の反応カスケード

(1→3)-β-D-Glucan

Factor G Activated Factor G

Proclotting Enzyme Clotting Enzyme

発色合成基質(Boc-Thr-Gly-Arg-CO-NH-ρ-NA)

ρNA（ρ-ニトロアニリン、黄色）

Boc-Thr-Gly-Arg-OH
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（1→3）-β-D-グルカン濃度(pg/mL)


